



















































0 11月 18日（月） 兵庫県高等学校英語教育研究会淡路支部大会で、江利JIIが「英語科におけ
る協同学習の進め方」と題した講演・ワークショップを行った。
0 11月 29日（金） 広島大学附属中・高校教育研究大会で、江利JIIが「人との関わりの中で学
びを創造する子どもたち」と題した講演を行った。
0 12月 2日（月） 和歌山県東牟婁地方中学校・裔校英語教員研修会で、江利川が「生徒の主体
性を引き出す協同的な英語授業づくり」と題した講演・ワークショップを行った。




0 12月 14日（土） 新英語教育研究会和歌山支部研
修会で大野が「協同学習の理念に基づいた宿題」と
題した研究発表を行った。











第 1時限 班で 1,-..,4段落を担当に割り振り、エキスパートグループに分かれ、
読解をする。
エキスパートグループで相談しながら、 1人あたり 8分の授業を作る。














































































+1 +1 +1=4ではなく 5にも 10にもなるグループダイナミクスが引き出されるのである。
協同的に学び合う関係作りのためには、お互いの意見を聴き合い、わからない子が「ねえ教え
て」と気軽に尋ねられる「学び合い」（「教え合い」ではない）が大切であり、間違いを楽しめる
ような (enjoymaking mistakes)グループ内・教室内の信頼関係を形成することが重要である。
その土台作りとして、チームビルディング活動による信頼醸成のための活動が、特に新学期や新
たなグループ編成の当初に不可欠である。
協同的な学びの形態としては、男女混合の 4人程度のグループ編成が一般的だが、それがとき
として同調圧力や息苦しさを招く場合もある。そうした場合には、自由な「立ち歩き」を認め、
個人、ペア、グループといった学習形態やメンバーを自由に選ばせることで、学ぶ意欲を喚起す
ることができる。ある高校では、教室外の任意の場所での学びも認めることで、主体的に学びに
向かう力を発揮させていた。学習形態は柔軟に考えるべきであろう。
協同学習に対する経験不足ゆえの不安がまだ根強く、改革に踏み切れていない教師や学校も少
なくない。特に、学校が安定しており、生徒の成績が良好な学校では教師の危機意識が乏しく、
改革への意欲が低い場合が多い。逆に、危機意識は高いが、生徒指導等に追われて授業改革に注
カできない学校もある。だが、質の高い授業づくりこそが、最高の生徒指導である。
授業改革の意義と必要性を共有化するとともに、教師の多忙化を緩和し、協同的な授業づくり
-11-
と指導者育成のための研修時間の確保が急務である。また、教員養成段階での協同学習の原理と
方法の習得と、そのための大学授業の講義形式から協同学習形式への転換が必要である。
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